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鳩
山
内
閣
に
お
け
る
国
の
補
助
金
の
一
括
交
付
金
化
の
構
想
に
関
す
る
質
問
主
意
書

鳩
山
内
閣
に
お
い
て
は
、
地
方
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
趣
旨
で
、
国
の
各
行
政
分
野
に
お
け
る
地
方
に
対
す
る
補
助
金
を
一

括
交
付
金
化
す
る
構
想
を
検
討
・
推
進
す
る
方
針
と
聞
い
て
い
る
。
既
に
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
お
い
て
、
農
林
水
産
省

及
び
国
土
交
通
省
の
地
方
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
事
業
分
野
を
包
括
し
た
交
付
金
が
設
け
ら
れ
た
。
し
か
る
に
、
地
方

で
は
一
括
交
付
金
の
制
度
の
も
と
に
、
却
っ
て
国
の
地
方
に
対
す
る
予
算
が
縮
減
さ
れ
、
結
果
と
し
て
地
方
の
施
策
実
現
の
自

由
度
を
奪
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
聞
か
れ
る
。
つ
い
て
は
、
鳩
山
内
閣
に
お
け
る
国
の
補
助
金
の
一
括
交

付
金
化
の
構
想
に
つ
い
て
、
以
下
五
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

民
主
党
政
策
集
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
二
〇
〇
九
で
は
「
地
方
負
担
金
制
度
を
廃
止
し
、
地
方
の
負
担
を
な
く
し
ま
す
」
と
さ
れ

て
い
る
が
、
一
括
交
付
金
化
の
目
的
に
つ
い
て
、
内
閣
の
基
本
的
な
考
え
を
う
か
が
う
。

二

民
主
党
政
策
集
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
二
〇
〇
九
で
は
「
自
治
体
が
従
来
負
担
金
に
充
て
て
い
た
財
源
の
使
途
を
自
由
に
決
定
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
既
存
の
補
助
金
を
一
括
交
付
金
化
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
予
算
が
縮
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
一
括
交
付
金
化
に
際
し
、
既
存
の
補
助
金
の
総
額
は
基
本
的
に
維
持
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
内
閣
の

方
針
を
う
か
が
う
。

一



三

民
主
党
政
策
集
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
二
〇
〇
九
で
は
「
廃
止
に
よ
り
、
各
自
治
体
に
交
付
す
る
地
方
交
付
税
の
額
が
減
ら
な
い

よ
う
に
措
置
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
括
交
付
金
の
配
分
に
際
し
て
は
、
人
口
や
面
積
な
ど
の
要
件
で
機
械
的
に
配
分
す
る

の
で
は
な
く
、
各
自
治
体
の
事
業
見
込
み
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
把
握
し
て
効
率
的
に
配
分
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
の
内
閣
の
方
針
を
う
か
が
う
。

四

あ
ま
り
に
も
広
範
囲
に
わ
た
る
事
業
分
野
を
統
合
す
る
と
、
却
っ
て
国
の
望
む
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
が
確
保
さ
れ
な

い
懸
念
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
内
閣
の
考
え
を
う
か
が
う
。

五

当
然
、
平
成
二
十
三
年
度
財
務
省
原
案
ま
で
に
は
構
想
が
現
実
化
さ
れ
る
も
の
と
思
う
が
、
各
地
方
自
治
体
で
は
今
年
度

予
算
審
議
が
進
ん
で
お
り
継
続
案
件
も
含
ま
れ
て
い
る
。
早
急
に
各
地
方
自
治
体
に
構
想
の
全
容
・
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
内
閣
の
考
え
を
う
か
が
う
。

右
質
問
す
る
。

二


